
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
初
頭
の
江
戸
市
域
に
お
け
る
年
中
行
事
は
、
江
戸
の
町
名
主
斉
藤
月
岑
が
記
し
た
「
東
都
歳
時
記
」
・
「
武

江
年
表
』
そ
し
て
『
江
戸
名
所
図
会
」
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
江
戸
の
人
々
に
行
事
の
有
様
が
出
版
物
を
通
じ
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。
江
戸
に
住
む
人
々
は
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
神
仏
に
関
す
る
出
来
事
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
の
寺
院
に
勧
請
さ
れ
る
霊
験

あ
る
神
仏
の
縁
日
に
参
詣
し
、
そ
の
ご
利
益
を
頂
戴
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
中
で
も
、
日
蓮
宗
に
関
す
る
事
項
は
既
に
「
棲
神
」

六
六
号
に
お
い
て
「
東
都
歳
時
記
』
を
、
「
身
延
論
叢
』
三
号
に
お
い
て
「
武
江
年
表
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
史
料
紹
介
し
た
。
前
者
は
、
正

月
一
日
か
ら
大
晦
日
ま
で
の
毎
日
の
江
戸
に
お
け
る
年
中
行
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
江
戸
の
年
中
行
事
を
編

年
的
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
史
料
の
記
載
を
併
せ
て
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
時
代
と
い
う
縦
の
線
と
月
日
と
い
う
横
の
線

が
み
え
て
く
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
『
東
都
歳
時
記
』
に
つ
い
て
勧
請
仏
の
観
点
か
ら
分
類
し
、
次
に
「
武
江
年
表
」
に
記
載
さ
れ
た
勧

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

研
究
ノ
ー
ト

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）

は
じ
め
に

～
「
東
都
歳
時
記
』
・
「
武
江
年
表
」
に
み
ら
れ
る
縁
日
・
開
帳
・
祈
願
を
中
心
に
～

望
月
真
澄

(“）



と
い
っ
た
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
行
事
の
主
体
と
な
る
勧
請
仏
か
ら
新
た
な
分
類
を
試
み
て
み
る
と
、

成
果
が
あ
窪
そ
の
分
類
で
は
、

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

請
仏
の
傾
向
を
検
討
し
て
み
る
。
次
に
、
両
史
料
に
み
ら
れ
る
江
戸
の
年
中
行
事
の
中
に
お
け
る
縁
日
・
開
帳
・
祈
願
を
中
心
に
祖
師

（
１
）

日
蓮
や
守
護
神
の
行
事
の
性
格
に
つ
い
て
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
捉
え
直
し
て
み
た
い
と
思
う
。

具
体
的
に
は
、
両
史
料
「
東
都
歳
時
記
』
・
『
武
江
年
表
」
の
記
載
か
ら
勧
請
仏
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
江
戸
の
代
表
的
な

地
誌
類
で
あ
り
、
日
蓮
宗
寺
院
の
年
中
行
事
を
知
る
格
好
の
史
料
と
い
え
る
「
江
戸
名
所
図
会
』
や
「
遊
歴
雑
記
」
等
の
史
料
か
ら
、
時

代
的
・
地
域
的
・
宗
派
的
な
側
面
を
考
え
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
最
後
に
付
表
と
し
て
、
「
東
都
歳
時
記
」
に
み
ら
れ
る
日
蓮
宗
の
神
仏
別
の
祭
礼
・
開
帳
・
祈
願
の
行
事
を
紹
介
し
た
。

『
東
都
歳
時
記
』
は
、
江
戸
の
各
地
域
の
信
仰
習
俗
が
描
か
れ
て
い
る
重
要
な
史
料
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
前
述
し
た
ご
と
く
既

に
史
料
紹
介
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
書
か
ら
当
時
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
年
中
行
事
の
実
態
と
そ
の
特
色
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

同
書
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
刊
行
さ
れ
、
江
戸
後
期
の
神
仏
や
寺
院
の
行
事
が
如
実
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
先
学
の
研
究

１
一
年
に
一
回
日
が
決
ま
っ
て
行
な
う
も
の

２
毎
月
日
が
決
ま
っ
て
行
な
う
も
の

３
干
支
で
決
ま
っ
て
行
な
う
も
の

４
不
定
期
的
に
行
な
う
も
の

一
「
東
都
歳
時
記
』
に
み
ら
れ
る
日
蓮
宗
の
神
仏

(“）



一
釈
尊
や
浄
行
菩
薩
・
普
賢
菩
薩
と
い
っ
た
法
華
経
に
み
ら
れ
る
菩
薩

二
祖
師
・
日
朝
と
い
っ
た
日
蓮
宗
の
先
師

三
妙
見
菩
薩
・
毘
沙
門
天
・
鬼
子
母
神
・
七
面
大
明
神
・
清
正
公
・
稲
荷
大
明
神
・
七
福
神

と
三
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
論
展
開
の
上
で
は
、
次
の
よ
う
に
、
（
ａ
）
釈
尊
、
（
ｂ
）
法
華
経
の
菩
薩
、
（
ｃ
）
祖
師
、

（
ｄ
）
日
蓮
宗
の
先
師
、
（
ｅ
）
守
護
神
、
（
ｆ
）
そ
の
他
、
と
い
っ
た
六
つ
の
類
型
化
を
試
み
て
み
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
勧
請
仏
は
、
祭

礼
・
縁
日
・
開
帳
・
祈
願
と
い
っ
た
行
事
を
中
心
に
、
江
戸
に
住
む
人
々
の
礼
拝
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
六
つ
の
分
類

か
ら
年
中
行
事
の
性
格
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
ａ
）
釈
尊
関
係
行
事
に
は
、
四
月
八
日
の
灌
仏
会
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
釈
尊
の
誕
生
を
祝
う
行
事
で
宗
派
を
問
わ
な
い
仏
教
行
事
と

し
て
定
着
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
ｂ
）
法
華
経
の
菩
薩
と
し
て
は
、
押
上
春
慶
寺
の
普
賢
菩
薩
と
深
川
浄
心
寺
の
上
行
菩
薩
参
詣
の
行
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。
普
賢
菩
薩

は
「
妙
法
蓮
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
」
に
説
か
れ
る
菩
薩
で
あ
り
、
「
普
賢
菩
薩
開
帳
千
巻
普
賢
菩
薩
品
執
行
講

（
３
）

中
祈
祷
あ
り
」
と
講
中
が
参
加
し
て
、
祈
祷
を
行
な
い
、
「
正
五
九
二
十
四
日
は
、
十
部
経
執
事
祭
礼
に
て
、
開
帳
あ
り
」
と
正
、

五
、
九
の
月
に
は
祭
礼
を
行
な
っ
て
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
ｃ
）
祖
師
関
係
の
行
事
は
、
誕
生
会
・
御
難
会
・
お
会
式
と
い
っ
た
行
事
が
中
心
で
、
誕
生
・
浬
藥
そ
し
て
、
四
大
法
難
の
中
で
も

代
表
的
な
法
難
で
あ
る
竜
口
法
難
会
が
諸
寺
院
で
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
高
田
本
松
寺
で
は
、
願
満
祖
師

の
ほ
う
ろ
く
加
持
が
六
月
土
用
中
の
丑
の
日
に
行
な
わ
れ
、
「
逆
上
頭
痛
の
祈
祷
な
り
」
と
頭
痛
平
癒
の
現
世
利
益
の
加
持
祈
祷

が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
祖
師
の
御
更
衣
の
行
事
が
年
に
一
度
か
二
度
行
な
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
夏
衣
と

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）
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江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

冬
衣
を
替
え
る
時
節
に
行
な
う
行
事
で
あ
る
。

（
ｄ
）
先
師
の
行
事
は
、
日
什
の
遠
忌
法
要
と
い
っ
た
先
師
の
遺
徳
を
偲
ん
だ
行
事
が
あ
る
が
、
日
朝
の
命
日
の
二
十
五
日
、
日
親
の

命
日
十
七
日
に
毎
月
先
師
の
像
を
開
帳
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
行
な
わ
れ
、
中
で
も
谷
中
妙
福
寺
で
は
、
日
親
像
の
開
帳
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
芝
金
杉
正
傳
寺
の
場
合
を
み
る
と
、
境
内
に
は
日
親
堂
が
あ
っ
た
が
、
十
七
日
に
は
題
目
講
説
法

と
あ
り
、
縁
日
に
多
く
の
講
中
の
参
詣
が
あ
り
、
日
親
堂
に
お
い
て
開
帳
祈
願
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ｅ
）
守
護
神
の
行
事
の
中
で
は
、
星
祭
り
、
子
祭
り
、
祭
礼
、
開
帳
、
鬼
子
母
神
御
更
衣
式
と
い
っ
た
行
事
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ら
の
中
で
も
、
星
祭
り
、
子
祭
り
、
鬼
子
母
神
御
更
衣
式
と
い
っ
た
行
事
は
、
冬
至
・
節
分
と
い
っ
た
よ
う
に
、
季
節
の
節
目
に

行
な
う
行
事
で
あ
る
。
特
に
、
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
堂
で
の
節
分
の
行
事
に
は
、
「
今
夜
院
主
衆
僧
内
陣
に
於
て
陀
羅
尼
を
謝
す
」

と
祈
祷
を
行
い
、
「
十
三
巻
に
至
て
番
頭
尊
前
の
供
豆
を
拝
殿
の
さ
か
ひ
の
障
子
の
穴
よ
り
打
出
す
。
参
詣
の
男
女
こ
れ
を
拾
ひ

て
守
り
と
す
。
こ
の
豆
を
懐
中
な
す
時
は
、
不
時
の
怪
我
過
ち
を
除
き
、
叉
は
疫
病
を
避
る
と
て
大
に
尊
信
せ
り
。
」
と
、
そ
の

場
に
て
ま
か
れ
る
豆
の
功
徳
を
説
き
、
疫
病
除
け
と
い
っ
た
こ
と
も
う
た
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
。
ま
た
、
「
浅
草
幸

龍
寺
清
正
公
社
よ
り
開
運
の
ま
も
り
を
出
す
。
」
と
浅
草
幸
龍
寺
の
守
護
神
で
あ
る
清
正
公
で
は
、
開
運
や
厄
除
け
と
い
っ
た
ご

利
益
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
ｆ
）
神
仏
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
行
事
で
、
年
中
行
事
と
し
て
日
蓮
宗
寺
院
で
行
な
わ
れ
る
法
華
経
読
調
会
や
千
部
会
と
い
っ
た
行
事

が
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
行
事
に
は
、
節
分
・
千
部
会
・
施
餓
鬼
会
・
放
生
会
・
虫
払
い
と
い
っ
た
行
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
各
宗
派
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
日
蓮
宗
の
宗
派
的
な
行
事
と
し
て
の
特
徴
は
、
千
部
会
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
法
華
経
読
訓
会
が

定
着
し
て
、
法
華
千
部
会
と
し
て
江
戸
時
代
に
定
着
し
、
年
中
行
事
化
し
た
も
の
で
あ
篭
こ
の
法
華
千
部
会
は
、
下
谷
宗
延
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以
上
の
（
ａ
）
か
ら
（
ｆ
）
の
分
類
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
神
仏
を
祭
礼
・
開
帳
・
祈
願
に
区
別
し
て
考
察
し
て
み
る
と
付
表

の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
仏
共
に
重
複
し
て
い
る
内
容
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
仏
と
行
事
と
の
関
係
を
み
て
い

く
た
め
に
掲
げ
た
。
こ
こ
か
ら
行
事
と
し
て
の
特
色
を
神
仏
ご
と
に
み
て
い
く
と
、
正
月
・
五
月
・
九
月
と
い
っ
た
祈
願
月
に
限
っ
た
行

事
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
掲
げ
て
み
る
と
、
次
の
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
神
仏
の
縁
日
は
決
ま
っ
て
い
る
が
、
普
賢
菩
薩
と
い
っ
た
法
華
経
の
菩
薩
、
日
親
と
い
っ
た
先
師
や
日
蓮
宗
の
代
表
的

な
守
護
神
で
あ
る
鬼
子
母
神
・
七
面
大
明
神
・
妙
見
菩
薩
・
清
正
公
、
そ
し
て
流
行
神
で
あ
る
瘡
守
稲
荷
・
柏
原
明
神
が
正
月
・
五
月
・

九
月
の
縁
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
祈
願
の
中
で
千
巻
陀
羅
尼
や
千
巻
普
賢
品
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
行
事
は
、
千
、
万
と
い
っ

た
多
く
の
数
の
経
典
を
読
調
し
て
祈
祷
を
行
な
う
行
事
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
参
詣
し
た
人
々
は
そ
の
場
の
宗
教
的
雰
囲
気
に
浸
り
、
「
南

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

と
が
わ
か
る
。

寺
で
は
三
月
十
三
日
か
ら
二
十
二
日
の
期
間
に
修
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
間
開
帳
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
宗
延
寺
の
代
表
的
勧
請

仏
で
あ
る
祖
師
と
考
え
ら
れ
る
。
牛
込
幸
国
寺
で
は
、
二
月
十
二
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
千
部
会
を
行
な
い
、
九
日
説
法
、
十
六

日
誕
生
会
、
二
十
二
日
施
餓
鬼
と
祖
師
の
誕
生
に
合
わ
せ
て
千
部
会
の
行
事
を
行
な
っ
て
い
る
。
池
上
本
門
寺
で
も
三
月
十
九
日

か
ら
二
十
八
日
ま
で
行
な
わ
れ
、
「
開
帳
・
音
楽
」
と
祖
師
の
開
帳
を
併
せ
て
厳
修
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

行
事
は
、
主
に
二
月
か
ら
三
月
の
春
の
時
期
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
春
の
千
部
、
秋
の
お
会
式
と
い
わ
れ
、
池
上
本
門
寺
で

は
現
在
も
二
大
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勧
請
仏
の
特
徴
が
わ
か
る
が
、
先
学
の
分
類
に
よ
る
３
の
干
支
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
行
な
う
行
事
と
、
４

の
日
が
不
定
の
行
事
は
、
守
護
神
の
み
の
記
載
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
守
護
神
の
行
事
は
、
干
支
や
暦
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
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正五九の行事一覧表1

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

(出典） 「東都歳時記』

無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
唱
え
て
神
仏
に
祈

願
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
に
は
、
「
題
目
講
」

と
い
っ
た
講
中
を
組
織
し
、
江
戸
各
地
の
こ
れ

ら
の
神
仏
に
お
参
り
す
る
人
々
も
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

次
に
、
江
戸
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
守
護
神

に
関
し
て
江
戸
時
代
の
日
記
や
地
誌
類
か
ら

そ
の
性
格
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
『
遊
歴
雑
記
」

に
は
、
「
都
て
日
蓮
宗
に
勧
請
す
る
も
の
は
、

能
世
上
に
天
行
せ
る
事
を
致
す
は
去
迩
は
奇
妙

と
い
ふ
く
し
。
例
せ
ぱ
中
古
碑
文
谷
の
仁
王
、

堀
之
内
の
祖
師
、
善
国
寺
の
毘
沙
門
、
高
田

願
満
の
祖
師
、
下
谷
上
野
町
徳
大
寺
の
摩
利
支

天
、
ど
ぷ
店
の
祖
師
、
宗
柏
寺
の
釈
迦
、
押
上

の
妙
見
尊
、
入
谷
の
鬼
子
母
神
、
三
崎
の
瘡
守

稲
荷
、
雑
司
ヶ
谷
の
鬼
子
母
神
、
芝
股
村
の
帝

釈
天
、
長
国
寺
の
鷲
大
明
神
、
下
谷
妙
音
寺
の

(88）

縁日 神仏名 寺院名 備 考

1日

3日

5日

7日

8日

9日

1日

2日

4日

１
１
１
１
１

２
２
２

妙見大菩薩

普賢菩薩

鬼子母神

祖師

妙見菩薩

太神宮

日親

鬼子母神

神
神
神

明
明
明

大
大
大

面
面
面

七
七
七

柏原明神

秋山白雲霊神

妙寿寺稲荷

熊谷稲荷

瘡守稲荷

普賢菩薩

清正公

本所法性寺

押上春慶寺

目黒正覚寺

雑司ケ谷宝城寺

本所法性寺

牛込長明寺

谷中妙福寺

目黒正覚去

本所最教寺

浅草正覚寺

高田亮朝院

浅草幸寵寺

浅草本性寺

猿江妙寿寺

浅草法養寺

谷中大円寺

本所春慶寺

白金覚林寺

開帳

開帳、千巻普賢品、十部経執事祭礼

千巻陀羅尼修行

拝
帳

内
開

開帳

千巻陀羅尼修行

千巻陀羅尼修行

千巻陀羅尼修行、 23日まで説法

千巻陀羅尼修行、開帳説法

開帳、千巻陀羅尼

開根、 20．21日は千巻陀羅尼修行

開帳、千巻陀羅尼

千巻陀羅尼、説法・内拝

十部経祭礼、開帳

参詣、千巻陀羅尼修行



表2江戸の流行神

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

(出典） 『東都歳時記」

弁
天
、
延
命
院
の
七
面
明
神
の
類
み
な
日
蓮
宗
の
僧
徒
勧
請
せ
し
が
、
お
の
お
の
天
行
て

（
５
）

縁
日
に
は
門
前
市
を
な
し
て
繁
昌
す
。
」
と
江
戸
時
代
に
流
行
っ
た
祖
師
や
守
護
神
が
登
場

し
て
く
る
こ
と
が
こ
の
時
代
の
特
徴
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
も
、
日
蓮
宗
の
代
表
的
な
守
護
神
で
あ
る
妙
見
菩
薩
・
毘
沙
門
天
・
鬼
子

母
神
・
七
面
大
明
神
は
そ
れ
ぞ
れ
縁
日
が
決
ま
っ
て
お
り
、
『
東
都
歳
時
記
」
に
登
場
し
て

く
る
人
頭
明
神
・
秋
山
自
雲
霊
神
・
熊
谷
稲
荷
と
い
っ
た
守
護
神
は
江
戸
時
代
に
あ
ら
た
に

出
現
し
て
き
た
守
護
神
で
あ
る
。
ま
た
、
碑
文
谷
法
華
寺
の
仁
王
門
は
「
天
明
七
、
八
年
の

こ
ろ
よ
り
、
碑
文
谷
法
華
寺
の
仁
王
尊
諸
願
成
就
す
る
よ
し
に
て
、
貴
賎
男
女
参
詣
す
る
こ

（
６
）

と
あ
り
、
次
第
に
群
集
鯵
し
か
り
し
が
、
十
二
年
ば
か
り
に
し
て
絶
え
た
り
」
と
江
戸
の
庶

民
が
参
詣
し
て
い
た
仁
王
像
も
天
明
年
間
に
信
仰
を
集
め
た
が
、
い
つ
ぞ
と
な
く
廃
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
七
福
神
に
つ
い
て
は
「
近
頃
正
月
初
出
に
、
七
福
神
参
り
と
い
ふ
こ
と
始
ま

（
７
）

り
て
遊
人
多
く
参
詣
す
る
こ
と
な
れ
り
」
と
あ
り
、
享
和
年
間
に
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
七
福
神
の
七
体
は
、
各
宗
派
に
わ
た
っ
て
お
祀
り
さ
れ
て
お
り
、
宗
派
性
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
。

次
に
、
江
戸
時
代
に
流
行
っ
た
日
蓮
宗
の
守
護
神
を
あ
げ
て
み
る
と
、
表
２
の
よ
う
に
な

る
。
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
時
代
に
勧
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
人
頭
明
神
は
頭
痛
守
護
、
鷺
明

神
は
庖
瘡
守
護
、
瘡
守
稲
荷
は
数
あ
る
稲
荷
大
明
神
の
中
で
も
、
腫
れ
物
一
切
の
御
利
益
が

(89）

神仏名 勧請寺院 勧請年 ご利益

熊谷稲荷

普賢菩薩

鷺明神

人頭明神

秋山自雲霊神

瘡守稲荷

浅草本法寺

押上春慶寺

雑司ケ谷鬼子母神

谷中本光寺

浅草本性寺

谷中大回院

寛文年中

寛文年中

正徳2年(1712)

延享3年（1746）

宝暦13年（1763）

享和年間

盗賊・盗難除

庖瘡守護

頭痛守護

痔

腫れ物一切､腰より下の病



江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

あ
る
と
し
て
江
戸
の
人
々
の
信
仰
を
あ
つ
め
た
守
護
神
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
月
二
十
一
日
縁
日
の
秋
山
自
雲
霊
神
（
浅
草
山
谷
町
本
性
寺

内
）
と
毎
月
二
十
二
日
縁
日
の
熊
谷
稲
荷
社
（
浅
草
本
法
寺
内
）
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
勧
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
た
な
流
行

神
が
守
護
神
と
し
て
勧
請
さ
れ
て
く
る
の
が
特
徴
的
で
あ
強
祖
師
と
守
護
神
の
信
仰
は
、
堀
ノ
内
妙
法
寺
の
祖
師
と
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母

神
の
場
合
を
比
較
し
て
み
る
と
、
「
扱
今
堀
の
内
は
ん
じ
よ
う
料
理
茶
屋
軒
を
並
べ
て
賑
ひ
け
る
。
雑
司
が
谷
鬼
子
母
神
は
い
つ
と
な
く

寂
し
く
成
て
、
大
な
る
茶
屋
ど
も
も
つ
ぶ
れ
て
、
堀
の
う
ち
へ
引
移
れ
り
。
神
も
仏
も
一
た
び
は
栄
へ
、
一
度
は
衰
ふ
る
世
の
理
を
し
ら

（
９
）

し
め
ん
た
め
の
御
方
便
な
り
と
ぞ
。
い
よ
い
よ
信
仰
せ
ざ
る
人
の
な
し
と
か
や
。
」
と
、
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
の
信
仰
が
薄
れ
て
堀
ノ
内

（
脚
）

妙
法
寺
の
祖
師
像
に
庶
民
の
信
仰
が
移
っ
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
祖
師
も
恒
常
的
な
信
仰
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
此
願
満

の
祖
師
流
行
て
、
参
詣
霧
し
く
繁
昌
せ
し
か
ど
、
近
年
大
に
寂
れ
て
参
詣
稀
に
、
寺
甚
さ
ぴ
し
く
、
境
内
草
生
じ
塵
芥
を
掃
清
め
ざ
る
は

あ
さ
ま
し
と
や
い
は
ん
、
総
て
世
上
に
は
や
る
も
の
は
必
し
も
さ
び
れ
て
、
後
に
顧
る
も
の
の
な
き
は
人
情
の
常
也
、
是
元
来
実
事
な
ら

ざ
る
が
ゆ
へ
也
、
見
よ
見
よ
、
中
古
に
は
古
河
の
弘
法
水
、
碑
文
谷
の
仁
王
尊
、
近
頃
に
は
下
谷
の
太
郎
稲
荷
、
池
袋
村
の
天
神
な
ど
、

一
旦
は
人
の
山
を
な
し
て
流
行
り
し
か
ど
、
発
端
山
司
の
所
為
ゆ
へ
、
今
大
に
廃
れ
て
、
更
に
か
え
り
見
る
も
の
な
し
、
繁
花
の
風
土
は

人
ど
こ
ろ
移
り
や
す
く
、
殊
更
浮
気
も
の
多
し
と
は
い
へ
ど
、
兎
角
は
や
ら
ず
し
て
且
さ
び
れ
ざ
る
社
、
仏
神
の
威
徳
貴
き
事
な
ら
ん

（
肋
）

か
し
」
と
、
高
田
の
願
満
祖
師
が
流
行
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
今
は
寂
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
信
仰
面
に
お
い

て
は
、
祖
師
も
守
護
神
も
関
係
な
く
、
江
戸
の
人
々
の
信
仰
心
は
移
り
気
で
あ
っ
た
い
え
る
。

鷺
明
神
の
縁
起
を
み
る
と
、
「
祭
礼
瓊
々
杵
尊
と
か
や
本
地
は
十
羅
刹
女
神
の
弟
皐
諦
女
と
い
ふ
者
に
て
庖
瘡
の
疫
神
と
し
て
出
雲
の

国
神
部
郡
鷺
の
浦
と
い
ふ
処
に
あ
り
し
が
正
徳
二
壬
辰
の
と
し
松
平
出
羽
守
の
嫡
男
庖
瘡
の
刹
此
神
わ
が
国
の
大
守
見
捨
が
た
く
や
思
ひ

け
ん
、
雲
州
鷺
浦
よ
り
影
現
じ
来
り
て
庖
瘡
を
守
護
し
、
猶
人
に
託
し
て
鬼
子
母
神
の
傍
に
崇
む
く
し
と
の
旨
に
任
せ
、
境
内
に
勧
請
せ

(”）



し
よ
り
縁
起
に
み
ゆ
、
神
体
と
い
ふ
も
の
玉
に
類
せ
る
礫
な
り
と
な
姪
」
と
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
三
に
庖
瘡
疫
神
と
し
て
出
雲
に

あ
っ
た
話
か
ら
、
江
戸
に
登
場
し
て
鬼
子
母
神
の
側
に
勧
請
さ
れ
て
新
た
に
守
護
神
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

秋
山
自
雲
霊
神
の
場
合
を
み
る
と
、
浅
草
山
谷
町
法
性
寺
に
勧
請
さ
れ
て
い
た
が
、
「
当
寺
に
痔
仏
と
号
す
る
も
の
門
内
の
左
に
あ
り

て
、
児
女
小
人
の
類
歩
を
運
び
、
痔
疾
に
悩
め
る
者
祈
願
す
る
に
霊
験
い
ち
じ
る
し
と
巷
談
す
。
い
か
に
も
そ
の
小
祠
の
前
に
心
心
さ
さ

げ
し
幡
は
何
十
本
と
数
を
知
ら
ず
。
何
と
い
ふ
仏
の
痔
疾
を
平
穏
な
さ
し
め
ら
る
る
や
と
疑
念
な
き
に
あ
ら
ず
。
（
中
略
）
常
に
日
蓮
宗

を
信
じ
読
経
題
目
の
口
称
も
又
怠
る
事
な
し
。
し
か
る
に
三
十
八
歳
の
頃
よ
り
痔
疾
を
悩
み
、
衆
医
手
を
尽
く
せ
ど
も
（
中
略
）
さ
れ
ば

も
ろ
も
ろ
の
仏
神
へ
大
誓
願
を
発
し
て
、
死
後
痔
疾
を
憂
ふ
る
人
を
必
ず
救
ひ
た
し
と
、
今
は
唯
日
夜
此
事
の
み
を
願
ふ
。
我
七
ヶ
年
の

間
此
難
病
を
請
て
世
の
人
の
病
を
推
察
せ
り
。
死
後
必
ず
此
詞
を
疑
ふ
ま
じ
と
申
せ
し
と
な
ん
。
果
た
し
て
終
に
延
享
元
甲
子
年
九
月
二

十
一
日
調
経
し
て
死
し
、
則
ち
当
寺
へ
葬
り
法
名
秋
山
自
雲
と
号
葹
」
と
痔
疾
に
悩
む
人
を
救
う
守
護
神
と
し
て
浅
草
に
出
現
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
そ
の
後
何
某
痔
疾
に
悩
む
事
三
年
、
医
療
し
る
し
な
く
既
に
死
に
向
と
す
。
時
に
古
朋
友
な
る
が
故
に
、
自

雲
の
祠
を
思
い
出
し
、
頻
に
信
願
を
発
し
念
ぜ
し
に
、
さ
し
も
の
大
病
二
月
を
過
ず
し
て
平
癒
す
。
是
よ
り
誰
い
ふ
と
な
く
世
上
に
流
布

（
Ⅱ
）

し
て
、
遠
近
の
貴
賎
歩
を
運
ぴ
て
、
痔
疾
全
快
の
祈
願
を
い
た
す
に
悉
く
そ
の
利
益
あ
り
と
か
た
り
け
り
」
と
秋
山
自
雲
霊
神
は
流
行
神

化
し
て
、
そ
の
ご
利
益
は
次
第
に
広
ま
り
、
江
戸
近
郊
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
守
護
神
の
ご
利
益
に
つ
い
て
、
浅
草
本
法
寺
内
に
勧
請
さ
れ
る
熊
谷
稲
荷
の
場
合
を
み
る
と
、
「
十
一
月
晦
日
浅
草
本
法

寺
熊
谷
稲
荷
春
族
祭
十
二
月
朔
日
よ
り
火
除
の
神
符
を
い
だ
す
」
と
あ
る
。
神
符
に
つ
い
て
は
「
此
稲
荷
の
宮
よ
り
守
り
札
出
る
な
り
、

則
毎
年
九
月
二
十
五
日
よ
り
札
の
切
手
を
出
し
、
極
月
朔
日
よ
り
お
札
を
出
す
、
此
ま
も
り
札
を
門
戸
叉
は
家
内
に
は
り
お
く
時
は
、
盗

（
臆
）

難
を
さ
ぐ
る
事
う
た
が
ひ
な
し
、
又
懐
に
な
し
首
に
か
け
、
信
心
す
る
と
き
は
道
中
剣
難
盗
賊
の
な
ん
に
あ
ふ
こ
と
か
っ
て
な
し
」
と
毎

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

(〃）



表3居開帳の神仏

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

年
決
ま
っ
た
日
に
切
手
や
守
り
札
を
出
す
と
い
っ
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
御
札
・
御
守
に
よ
る
現
世
利
益
が
強
調
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

「
武
江
年
表
」
に
よ
る
と
、
古
い
記
戦
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
か
ら
で
、
最
後
は
明
治
六
年
二
八
七
三
）
ま
で
で
あ
る
。
こ

の
史
料
は
、
各
宗
派
の
年
中
行
事
や
神
仏
を
年
代
ご
と
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
日
蓮
宗
と
い
う
宗

二
「
武
江
年
表
」
に
み
ら
れ
る
日
蓮
宗
の
神
仏

(出典） 『武江年表』

(”）

神仏名 寺院名 備 考

祖師 谷中長運寺

二本榎承教寺

丸山浄心寺

谷中本寿寺

鬼子母神と

七面大明神 芝円珠寺

大久保法善寺

駒込浩妙寺

不動尊 谷中妙林寺

毘沙門天 寺
寺

通
応

感
感

田
中

高
谷

大黒天 谷中大円寺

麻布大法寺

鬼子母神 日暮里妙隆寺

谷中宗林寺

谷中長運寺

千駄ケ谷仙寿院

目黒正覚寺

牛込円福寺

祖師・天満宮と

祖師と

布引祖師と

子安鬼子母神

天満富

谷中一乗寺

谷中宗林寺 祖師・鬼子母神と

普賢菩薩 押上春慶寺

妙見菩薩

弁財天

浅草妙音寺

浅草妙音寺

摩利支天 下谷徳大寺

稲荷大明神 下谷正法院

宇賀弁財天 谷中養泉寺

浄行菩薩 深川浄心寺



他
に
も
、
深
川
浄
心
寺
に
お
け
る
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
身
延
山
奥
の
院
祖
師
出
開
帳
と
安
政
二
年
（
一
八
五
七
）
の
久
遠
寺
古

（
肥
）

仏
堂
祖
師
の
出
開
帳
は
、
祖
師
だ
け
で
は
な
く
七
面
大
明
神
や
そ
の
他
の
守
護
神
が
出
開
帳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
此
の
時
朝
未
明

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

派
の
中
で
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
が
祖
師
や
守
護
神
の
開
帳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
へ
祖
師
や
守
護
神
の

（
鵬
）

開
帳
を
居
開
帳
と
出
開
帳
に
区
別
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
居
開
帳
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
表
３
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
祖
師
や
妙
見
菩
薩
・
毘
沙
門
天
・
鬼
子
母
神
・
七
面
大
明
神
・
摩
利
支
天
・
稲
荷
大
明
神
・
帝
釈
天
・
二
天
王
・
弁

（
Ⅳ
）

財
天
・
宇
賀
弁
財
天
と
い
っ
た
守
護
神
、
そ
し
て
釈
迦
や
浄
行
菩
薩
・
普
賢
菩
薩
と
い
っ
た
法
華
経
の
菩
薩
の
開
帳
で
あ
る
。
特
に
守
護

神
は
、
七
面
大
明
神
や
・
鬼
子
母
神
と
い
っ
た
日
蓮
宗
独
自
の
も
の
の
他
に
も
、
各
宗
派
共
通
に
祀
ら
れ
る
毘
沙
門
天
・
大
黒
天
・
摩
利

支
天
・
稲
荷
大
明
神
・
不
動
尊
と
い
っ
た
も
の
ま
で
み
ら
れ
る
。
中
で
も
谷
中
宗
林
寺
の
鬼
子
母
神
は
、
祖
師
・
天
満
宮
と
、
牛
込
回
福

寺
の
鬼
子
母
神
は
布
引
祖
師
と
い
っ
た
具
合
で
、
祖
師
と
併
せ
て
開
帳
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
守
護
神
の
み
の
居

開
帳
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
祖
師
も
単
独
で
居
開
帳
さ
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
出
開
帳
の
神
仏
を
み
る

と
表
４
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
身
延
奥
の
院
の
鬼
子
母
神
か
ら
、
京
都
勝
光
寺
の
妙
見
菩
薩
・
子
安
鬼
子
母
神
、
京
都
本
圀

寺
の
清
正
公
、
頂
妙
寺
の
二
天
像
と
い
っ
た
関
西
方
面
の
守
護
神
が
出
開
帳
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
場
所
も
、
芝
・
深
川
・
浅

草
・
押
上
と
い
っ
た
寺
院
の
多
い
地
域
に
お
い
て
神
仏
が
出
開
帳
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
身
延
山
久
遠
寺
や
奥
の
院
の
祖
師
の
出
開

帳
に
併
せ
て
七
面
大
明
神
と
い
っ
た
守
護
神
が
出
開
帳
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
着
目
さ
れ
る
。
日
蓮
宗
の
出
開
帳
と
し
て
は
、
圧
倒
的
に
祖

師
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
祖
師
の
み
の
出
開
帳
で
は
な
く
、
そ
の
寺
の
代
表
的
な
守
護
神
も
持
ち
出
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
例

え
ば
京
都
本
圀
寺
で
は
、
祖
師
・
釈
尊
・
大
黒
天
・
清
正
公
と
い
っ
た
よ
う
に
、
出
開
帳
寺
院
の
主
な
勧
請
仏
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

(”）



表4出開帳の神仏

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

(出典） 『武江年表」

(注） □は判読不明な箇所

(”）

神仏名 開帳寺院 出開帳寺院 備 考

釈尊 京都本圀寺 本所法恩寺

祖師 甲州経王寺

身延山奥の院

京都本圀寺

小田原浄永寺

池上本門寺

比叡山聖運寺

駿河蓮永寺

京都実相寺

相州妙伝寺

相州円教寺

安房鏡忍寺

甲州経王寺

塚原根本寺

安房誕生寺

相州竜口寺

豆州妙法華寺

中山法華経寺

中山奥の院

下谷法養寺

深川浄心寺

押上法恩寺

深川浄心寺

下谷法養寺

浅草妙音寺

浅草妙音寺

牛込経王寺

牛込円福寺

雑司谷本納寺

浅草本法寺

下谷法養寺

浅草nnn

牛込妙円寺

浅草本法寺

谷中妙法寺

谷中妙法寺

浅草本蔵寺

鬼子母神・七面大明神と

大黒天・諦女・釈尊・清正公と

旅立祖師

雨乞日蓮聖人像

鬼子母神内拝あり

鬼子母神

子安鬼子母神

寺
院

慶
泉

日
智

住
山

千
中

中山法華経寺

身延奥の院

京都勝光寺

芝円珠寺

芝正伝寺

牛込円福寺

深川浄心寺

深川浄心寺

祖師・七面大明神と

妙見菩薩と

大黒天 京都本圀寺 押上法 忍寺 祖師・釈尊・清正公と

二天 京都頂妙寺 浅草大泉寺 中山法華経寺奥の院祖師と

七面大明神 寺
寺
院

永
遠
の

浄
久
奥

原
山
山

田
延
延

小
身
身

深川浄心寺

深川浄心寺

深川浄心寺

祖師と

祖師と

祖師・鬼子母神と

帝釈天 柴又題経寺 浅草本蔵寺 板本尊を開帳

妙見菩薩 京都勝光寺 深川浄心寺 天拝朝日の妙見菩薩で子安鬼子

母神と

清正公 京都本圀寺 押上法恩寺 祖師・釈尊・大黒天と



そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
仏
を
年
中
行
事
の
性
格
の
上
か
ら
ま
と
め
て
み
る
と
、
釈
尊
の
行
事
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
灌
仏
会
、

祖
師
の
行
事
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
、
御
難
会
・
お
会
式
・
御
更
衣
式
・
加
持
祈
祷
会
・
開
帳
、
日
蓮
宗
の
先
師
に
あ
て
は
ま
る
も

の
と
し
て
、
開
山
忌
・
開
帳
・
正
五
九
月
の
祈
祷
、
守
護
神
の
行
事
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
節
分
・
星
祭
り
・
子
祭
り
・
祭
礼
・
正

五
九
月
の
祈
祷
・
開
帳
・
鬼
子
母
神
御
更
衣
式
、
そ
れ
以
外
の
も
の
と
し
て
千
部
会
・
施
餓
鬼
会
・
放
生
会
・
虫
払
い
と
い
っ
た
行
事
に

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

以
上
、
「
東

蓮
宗
の
先
師
、

察
し
て
き
た
。 『東

こ
う
し
た
守
護
神
も
、
明
治
時
代
に
入
る
と
名
称
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
「
武
江
年
表
』
の
明
治
三
年
の
項
を
み
る
と
、
「
谷
中
大
円
寺

（
釦
）

瘡
守
稲
荷
本
堂
へ
移
し
、
薬
王
菩
薩
と
号
す
。
浅
草
八
軒
寺
町
本
法
寺
熊
谷
稲
荷
も
普
賢
菩
薩
と
改
む
」
と
あ
り
、
瘡
守
稲
荷
や
熊
谷
稲

荷
と
い
っ
た
流
行
神
は
明
治
政
府
の
神
仏
分
離
政
策
に
よ
り
、
神
と
仏
に
分
け
ら
れ
、
守
護
神
は
仏
教
の
菩
薩
と
名
称
を
変
え
て
寺
院
に

（
別
）

と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
史
料
の
明
治
五
年
の
項
に
は
、
「
三
月
朔
日
よ
り
晦
日
迄
深
川
浄
心
寺
祖
師
七
面
菩
薩
開
帳
」
と
身
延
山

の
七
面
大
明
神
も
出
開
帳
の
折
に
菩
薩
と
い
っ
た
名
称
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
開
帳
が
許
さ
れ
て
い
る
具
合
で
あ
っ
た
。

灯
を
持
ち
、
同
砿

に
至
っ
て
い
る
。

よ
り
、
深
川
開
帳
場
へ
朝
参
り
、
太
鼓
打
ち
な
ら
し
て
ね
り
ゆ
く
。
八
月
七
日
に
至
り
之
を
禁
ぜ
ら
塗
と
い
っ
た
具
合
で
、
講
中
が
万

灯
を
持
ち
、
同
じ
衣
装
で
団
扇
太
鼓
を
打
ち
、
お
題
目
を
唱
え
て
練
り
歩
く
と
い
っ
た
賑
や
か
な
様
子
が
記
さ
れ
、
こ
れ
は
禁
止
さ
れ
る

ま
と
め
に
か
え
て

都
歳
時
記
」
、
「
武
江
年
表
』
に
お
け
る
日
蓮
宗
関
係
年
中
行
事
の
記
載
を
中
心
に
、
釈
尊
、
法
華
経
の
菩
薩
、
祖
師
、
日

師
、
守
護
神
、
そ
の
他
に
区
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勧
請
仏
と
行
事
の
関
係
、
そ
し
て
そ
の
神
仏
や
行
事
の
特
徴
に
つ
い
て
考

(妬）



江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
祖
師
、
日
朝
・
日
親
、
普
賢
菩
薩
・
浄
行
菩
薩
、
守
護
神
と
い
っ
た
勧
請
仏
は
、
開
帳
日
や
縁
日
は
年

に
一
度
か
数
回
か
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
祖
師
と
守
護
神
は
、
祭
礼
・
縁
日
・
開
帳
・
祈
願
と
い
っ
た
行
事
が
年
中

行
事
の
記
載
の
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。
祖
師
も
厄
除
け
や
安
産
守
護
や
諸
願
成
就
と
い
っ
た
個
人
の
ご
利
益
を
強
調
し
た
祖
師
像
が
台
頭

し
、
江
戸
の
随
筆
や
地
誌
類
や
祖
師
像
縁
起
に
も
現
世
利
益
の
内
容
が
反
映
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
流
行
り
病
が
流
行
し
た
時

代
の
中
で
、
そ
れ
を
平
癒
す
る
願
望
と
し
て
、
新
た
に
流
行
神
と
し
て
の
守
護
神
が
浅
草
・
谷
中
地
域
を
中
心
と
し
て
出
現
し
た
。
こ
れ

ら
の
神
仏
に
対
す
る
祈
願
内
容
は
庖
瘡
の
守
護
や
痔
疾
の
平
癒
と
い
っ
た
各
家
族
や
個
人
単
位
の
祈
願
を
充
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ

て
こ
の
流
行
神
の
出
現
し
て
く
る
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
講
中
と
い
っ
た
集
団
の
祈
願
の
み
な
ら
ず
家
族
や
個
人
の
祈
願
が
増
加
し
、
そ

の
対
象
と
な
る
神
仏
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
神
仏
も
信
仰
を
集
め
る
た
め
に
流
行
神
と
し
て
の
要
素
を
兼
ね
備
え
る
よ
う

に
な
り
、
広
く
庶
民
の
個
々
の
願
い
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
神
仏
は
日
蓮
宗
独
特
の
修
法
祈
祷
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
加
持
祈
祷
と
結
び
つ
き
、
庶
民
の
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
明
治

初
年
の
神
仏
分
離
政
策
に
よ
り
神
像
と
仏
像
は
区
別
さ
れ
、
寺
院
の
中
に
祀
ら
れ
る
守
護
神
は
そ
の
存
続
の
た
め
か
、
名
称
の
変
化
を
余

今
後
は
、
江
戸
時
代
の
祖
師
・
守
護
神
の
縁
起
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
神
仏
の
ご
利
益
の
特
徴
と
、
日
蓮
宗
で
盛
ん
と
な
る
加
持
祈
祷

と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
、
江
戸
の
祖
師
信
仰
や
守
護
神
信
仰
の
特
徴
に
つ
い
て
更
に
論
究
し
て
い
き
た
い
。

儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

註
（
１
）
以
下
、
祖
師
は
日
蓮
宗
の
開
祖
日
蓮
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

("）
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（
２
）
託

て
～
」

所
収
）

み
た
。

江

（
５
）
「
遊
歴
雑
記
」
三
編
上
（
内
閣
文
庫
本
）

（
６
）
『
武
江
年
表
』
（
東
洋
文
庫
本
）
。
『
江
戸
名
所
図
会
」
（
角
川
書
店
本
）
の
法
華
寺
仁
王
門
の
頁
に
も
同
じ
内
容
の
説
明
が
あ
る
。

（
７
）
『
享
和
雑
記
』
（
国
会
図
書
館
本
）

（
８
）
宮
田
登
著
『
近
世
の
流
行
神
』
。
こ
れ
に
は
江
戸
で
流
行
っ
た
守
護
神
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
「
梅
翁
随
筆
」
（
「
日
本
随
筆
大
成
」
第
二
期
第
五
巻
所
収
）

（
、
）
冠
賢
一
「
近
世
江
戸
に
お
け
る
鬼
子
母
神
信
仰
」
（
「
日
本
宗
教
史
叢
書
９
鬼
子
母
神
信
仰
』
所
収
）
で
は
、
「
流
行
仏
と
は
流
行
り
廃
り
が
あ

る
の
で
江
戸
の
日
蓮
宗
の
諸
寺
に
安
置
す
る
守
護
神
も
同
じ
で
あ
っ
た
」
と
し
て
お
り
、
庶
民
の
信
仰
が
移
っ
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
３
）
『
東
都
歳
時
記
」
（
東
洋
文
庫
本
）
。
以
下
、
特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
同
史
料
と
す
る
。

（
４
）
拙
稿
「
日
蓮
宗
に
お
け
る
儀
礼
行
事
の
近
世
的
展
開
～
法
華
経
読
調
会
の
年
中
行
事
化
を
め
ぐ
っ
て
～
」
（
立
正
大
学
大
学
院
『
仏
教
学
論
集
』

拙
稿

右
同
、
三
編
上

『
願
掛
重
宝
記
』
（
静
嘉
堂
文
庫
本
）

冠
賢
一
氏
前
掲
鐙
文
で
は
、
江
戸
に
お
け
る
祖
師
と
守
護
神
の
関
係
に
お
い
て
「
日
蓮
宗
に
お
け
る
開
帳
仏
の
中
で
圧
倒
的
に
多
い
の
が
祖
師

像
で
あ
り
、
次
い
で
鬼
子
母
神
、
七
面
大
明
神
と
い
っ
た
守
護
神
が
多
く
、
妙
見
、
大
黒
、
普
賢
菩
薩
、
摩
利
支
天
、
毘
沙
門
天
と
回
数
は
少
な

い
が
開
帳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
守
護
神
の
内
、
鬼
子
母
神
、
七
面
大
明
神
を
除
け
ば
居
開
帳
で
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、

祖
師
は
出
開
帳
が
多
く
守
護
神
は
居
開
帳
が
多
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
」
と
分
析
し
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
を
う
け
、
祖
師
単
独
の
開
帳
か
他
の

神
仏
と
併
せ
て
の
開
帳
か
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

一
七
号
）

『
遊
歴
雑
記
』
五
編
上

『
遊
歴
雑
記
』
五
編
中

右
同
、
三
編
上

戸
の
宗
教
・
仏
教
宗
派
を
問
わ
な
い
年
中
行
事
に
関
し
て
は
、
中
尾
尭
「
関
東
日
蓮
教
団
の
動
向
～
江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
を
め
ぐ
っ

」
（
宮
崎
英
修
編
『
近
世
法
華
仏
教
の
展
開
』
所
収
）
北
村
行
遠
「
江
戸
の
年
中
行
事
」
（
立
正
大
学
文
学
部
公
開
講
座
録
「
江
戸
町
の
風
光
』

）
で
分
析
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
・
守
護
神
の
詳
細
に
つ
い
て
分
析
を
行
な
う
た
め
、
神
仏
ご
と
の
紹
介
を
試

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

(97）



（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
祖
師
守
護
神
流
行
神
開
帳

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

（
〃
）
深
川
浄
心
寺
石
像
の
上
行
「
祈
願
の
者
多
く
像
を
水
に
て
浴
す
」
と
あ
り
、
石
像
を
水
で
浄
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
上
行
菩
薩
で
は
な

く
、
浄
行
菩
薩
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

（
肥
）
拙
稿
「
江
戸
城
大
奥
女
性
の
法
華
信
仰
」
（
『
大
崎
学
報
』
一
四
六
号
）
に
、
身
延
山
久
遠
寺
の
祖
師
や
守
護
神
の
江
戸
出
開
帳
の
実
態
と
江
戸

城
大
奥
女
性
の
信
仰
的
つ
な
が
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
岨
）
「
武
江
年
表
』

（
釦
）
右
同

（
皿
）
右
同

(鉛）



（
付
表
）
『
東
都
歳
時
記
』
に
み
ら
れ
る
祭
礼
・
開
帳
・
祈
願
一
覧
（
神
仏
別
）

（
祖
師
）

五
月
十
三
日
蛍
沢
宗
林
寺
船
守
祖
師
会
式

九
月
十
七
’
十
八
日
本
所
本
仏
寺
会
式

九
月
二
十
一
日
谷
中
妙
圓
寺
会
式
（
千
巻
陀
羅
尼
）

十
月
六
’
七
日
浅
草
長
遠
寺
会
式

十
月
七
～
八
日
本
所
本
久
寺
会
式

十
月
七
日
～
二
十
三
日
雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
会
式
（
八
日
開
帳
・
音
楽
練
供
養
）

支
院
観
乗
院
・
玄
浄
院
・
蓮
光
院
・
真
浄
院
・
知
足
院
・
清
立
院
・
宝
城
寺
（
飾
物
）

十
月
八
日
～
十
三
日
法
華
宗
寺
院
御
影
供
養
法
会
（
報
恩
会
・
お
会
式
）

十
月
八
日
～
十
三
日
堀
ノ
内
妙
法
寺
会
式
（
開
帳
）

十
月
十
日
～
十
三
日
池
上
本
門
寺
会
式

十
月
十
二
日
法
華
宗
諸
寺
院
御
影
供
（
お
会
式
）
深
川
浄
心
寺
（
開
帳
）
・
谷
中
瑞
輪
寺
（
飾
物
）
・
本
所
法
恩
寺

（
開
帳
）
・
青
山
仙
寿
院
（
開
帳
）
・
丸
山
本
妙
寺
・
真
間
弘
法
寺
・
谷
中
牛
込
の
辺
は
お
会
式
修
行

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

［
祭
礼
】

(”）



〈
七
面
大
明
神
〉

〈
鬼
子
母
神
〉

（
守
護
神
）

正
月
十
六
日

九
月
十
八
日

五
月
十
七
～
十
九
日

六
月
十
五
日

九
月
十
八
日

九
月
二
十
七
日

十
月
十
三
日
～
十
五
日

十
月
十
六
～
十
七
日

十
月
十
八
日 江

戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

十
月
十
二
～
十
五
日
下
総
中
山
法
華
経
寺
会
式

十
月
十
三
日
法
華
宗
御
影
供
品
川
妙
国
寺
（
開
帳
）

帳
）
・
牛
込
本
松
寺
願
満
祖
師
（
開
帳
）

雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
祭
礼
（
法
華
経
読
謂
・
本
尊
更
衣
）

荻
新
田
小
奈
木
川
上
妙
寺
鬼
子
母
神
祭
（
開
帳
）

小
柄
原
日
慶
寺
鬼
子
母
神
祭
（
内
拝
）

雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
草
薙
の
神
事

荻
新
田
小
奈
木
川
上
妙
寺
鬼
子
母
神
祭
（
開
帳
）

今
明
日
目
黒
正
覚
寺
鬼
子
母
神
祭
（
千
巻
陀
羅
尼
修
行
）

大
塚
本
傳
寺
会
式

雑
司
ヶ
谷
感
応
寺
会
式
（
十
六
日
通
夜
・
十
七
日
音
楽
稚
児
供
養
・
説
法
）

雑
司
ヶ
谷
宝
城
寺
会
式

寺帳
一

・
丸
山
浄
心
寺
（
朝
の
内
開
帳
）
・
浅
草
土
富
店
長
遠
寺
（
開

・
高
田
亮
朝
院
（
飾
物
）
・
赤
坂
今
井
谷
円
通
寺
・
小
梅
常
泉

(IM)



〈
妙
見
大
菩
薩
〉

〈
稲
荷
大
明
神
〉

九
月
十
五
日

正
月
十
五
日

十
一
月
三
十
日

九
月
二
十
二
日

五
月
十
五
日

七
月
二
十
五
日

九
月
十
九
日

九
月
十
八
日

九
月
十
三
日
～
十
九
日

五
月
二
十
二
日

正
月
十
九
日

五
月
十
九
日

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

白
金
妙
見
宮
星
祭

白
金
妙
見
宮
星
祭

白
金
妙
見
宮
星
祭

浅
草
本
法
寺
熊
谷
稲
荷
春
族
祭

浅
草
本
法
寺
熊
谷
稲
荷
祭

浅
草
七
軒
寺
町
法
養
寺
熊
谷
稲
荷
祭

深
川
猿
江
妙
寿
寺
稲
荷
祭
礼
（
千
巻
陀
羅
尼
・
開
帳
）

七
面
宮
祭
礼
〔
押
上
最
教
寺
（
開
帳
）

大
久
保
法
善
寺
調
経
・
説
法

本
所
押
上
最
教
寺
七
面
祭

本
所
押
上
最
教
寺
七
面
祭

橋
場
長
松
寺
七
面
宮
祭

日
暮
里
延
命
院
千
巻
陀
羅
尼
・
通
夜
説
法

日
暮
里
延
命
院
・
大
久
保
法
善
寺
（
本
尊
開
扉
）

深
川
浄
心
寺
（
開
帳
）

芝
金
杉
円
珠
寺
（
千
巻
陀
羅
尼
）
〕

高
田
亮
朝
院
（
千
巻
陀
羅
尼
・
開
帳
）

(I")



（
そ
の
他
の
守
護
神
）

十
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
本
所
法
恩
寺
摩
利
支
天
祭

九
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日
南
品
川
妙
国
寺
仁
王
尊
祭
礼

九
月
二
十
三
日

九
月
十
五
日

九
月
十
九
日

六
月
二
十
四
日

八
月

五
月
二
十
四
日

正
月
十
五
日

五
月
十
五
日

五
月
十
一
～
十
七
日

四
月
九
日

四
月
六
日

三
月
十
三
日

一

日
江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

浅
草
田
圃
幸
龍
寺
柏
原
明
神
祭
（
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
）

浅
草
幸
龍
寺
清
正
公
祭
（
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼
）

品
川
南
番
場
海
徳
寺
淡
島
祭

山
谷
正
法
寺
毘
沙
門
祭
（
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
）

雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
境
内
鷺
明
神
祭
礼

本
所
押
上
普
賢
菩
薩
祭
礼
（
開
帳
・
十
部
経
）

麻
布
桜
田
町
妙
善
寺
摩
利
支
天
祭

山
谷
正
法
寺
毘
沙
門
祭
（
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
）

東
葛
西
柴
又
村
帝
釈
天
祭
礼
（
板
本
尊
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
・
音
楽
・
兒
供
養
）

品
川
南
番
場
海
徳
寺
淡
島
祭

山
谷
正
法
寺
毘
沙
門
祭
（
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
）

日
暮
里
修
性
院
三
十
番
神
祭
（
千
巻
陀
羅
尼
・
兒
供
養
）

（
千
巻
陀
羅
尼
・
音
楽
・
兒
供
養
）

(IO2)



〈
祖
師
〉

【
開
帳
・
内
拝
】

正
月
元
旦
大
塚
本
傳
寺
祖
師

浅
草
矢
崎
本
覚
寺
祖
師
開
帳

六
日
浅
草
矢
崎
本
覚
寺
祖
師
開
帳

十
三
日
浅
草
矢
崎
本
覚
寺
祖
師
開
帳

十
六
日
浅
草
矢
崎
本
覚
寺
祖
師
開
帳

二
十
一
日
浅
草
矢
崎
本
覚
寺
祖
師
開
帳

二
十
六
日
浅
草
矢
崎
本
覚
寺
祖
師
開
帳

正
月
十
二
～
十
三
日
牛
込
円
福
寺
祖
師
開
帳

青
山
立
法
寺
祖
師
開
帳

正
月
十
三
日

堀
ノ
内
妙
法
寺
祖
師
開
帳
（
正
五
九
）

池
上
本
門
寺
祖
師
開
帳

雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
祖
師
開
帳

下
谷
土
富
店
長
遠
寺
祖
師
開
帳
（
正
五
九
）

深
川
浄
心
寺
祖
師
開
帳

大
塚
本
傳
寺
祖
師
開
帳

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

(I")



江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

高
田
本
松
寺
願
満
祖
師
開
帳

谷
中
本
寿
寺
祖
師
開
帳

赤
坂
円
通
寺
祖
師
開
帳

雑
司
ヶ
谷
法
城
寺
祖
師
開
帳
（
正
五
九
）

北
本
所
本
久
寺
祖
師
開
帳

浅
草
矢
崎
本
覚
寺
祖
師
開
帳

正
月
十
五
日
北
本
所
表
町
本
久
寺
開
帳
（
毎
月
）

正
月
十
六
日
浅
草
矢
崎
本
覚
寺
祖
師
開
帳

正
月
二
十
一
日

浅
草
矢
崎
本
覚
寺
祖
師
開
帳

正
月
二
十
六
日
浅
草
矢
崎
本
覚
寺
祖
師
開
帳

四
月
八
～
十
八
日
青
山
仙
寿
院
萬
巻
陀
羅
尼
（
十
八
日
祖
師
開
帳
）

五
月
十
三
日
堀
ノ
内
妙
法
寺
祖
師
開
帳

浅
草
長
遠
寺
祖
師
開
帳

雑
司
ヶ
谷
賓
城
寺
祖
師
内
拝
そ
の
外
法
華
寺
院
祖
師
開
帳
あ
り

六
月
六
日

浅
草
土
富
店
長
遠
寺
祖
師
開
帳
開
運
の
守
札
出
す

九
月
十
三
日
堀
ノ
内
妙
法
寺
祖
師
開
帳

浅
草
土
富
店
長
遠
寺
祖
師
開
帳

(I")



〈
日
親
〉

〈
日
朝
〉

（
日
蓮
宗
先
師
関
係
）

正
月
十
七
日
谷
中
妙
福
寺
日
親
像
開
帳

五
月
十
七
日

谷
中
妙
福
寺
日
親
像
開
帳

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

正
月
二
十
五
日

十
月
十
三
日

十
月
六
～
七
日

十
月
十
二
日

麻
布
長
坂
町
大
長
寺
日
朝
上
人
像
開
帳

雑
司
ヶ
谷
寶
城
寺
祖
師
内
拝

浅
草
土
富
店
長
遠
寺
お
会
式
（
祖
師
開
帳
）

深
川
浄
心
寺
お
会
式
（
開
帳
）

谷
中
瑞
輪
寺
お
会
式

本
所
法
恩
寺
お
会
式
（
開
帳
）

青
山
仙
寿
院
お
会
式
（
開
帳
）

丸
山
本
妙
寺
お
会
式
（
開
帳
）

品
川
妙
国
寺
お
会
式
（
祖
師
開
帳
）

丸
山
浄
心
寺
お
会
式
（
祖
師
朝
の
内
開
帳
）

浅
草
土
富
店
長
遠
寺
お
会
式
（
祖
師
開
帳
）

(IO5)



〈
鬼
子
母
神
〉

（
守
護
神
関
係
）

〈
普
賢
菩
薩
〉

（
法
華
経
の
菩
薩
関
係
）

四
月
八
～
十
八
日

正
月
十
八
日

正
月
一
日

正
月
二
十
四
日

五
月
一
日

五
月
二
十
四
日

九
月
一
日

九
月
二
十
四
日

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

九
月
十
七
日
谷
中
妙
福
寺
日
親
像
開
帳

本
所
出
村
本
仏
寺
鬼
子
母
神
内
拝
（
正
五
九
）

下
谷
善
立
寺
随
身
鬼
子
母
神
内
拝
（
毎
月
）

四
谷
南
寺
町
戒
行
寺
鬼
子
母
神
開
帳
（
正
五
九
の
十
八
・
二
十
八
日
）

本
所
本
仏
寺
鬼
子
母
神
萬
巻
陀
羅
尼
（
八
日
、
十
二
日
、
十
八
日
内
拝
）

押
上
春
慶
寺
普
賢
菩
薩
開
帳
（
千
巻
普
賢
品
執
行
）

押
上
春
慶
寺
開
帳
十
部
経
執
事
祭
礼
・
開
帳

押
上
春
慶
寺
普
賢
菩
薩
開
帳
（
千
巻
普
賢
品
執
行
）

押
上
春
慶
寺
開
帳
十
部
経
執
事
祭
礼
・
開
帳

押
上
春
慶
寺
普
賢
菩
薩
開
帳
（
千
巻
普
賢
品
執
行
）

押
上
春
慶
寺
開
帳
十
部
経
執
事
祭
礼
・
開
帳

(”6）



〈
稲
荷
大
明
神
〉

十
月
八
日

〈
七
面
大
明
神
〉

正
月
十
九
日

九
月
十
八
日

五
月
十
九
日

九
月
十
九
日

四
月
二
十
七
日

五
月
十
七
～
十
九
日

正
月
二
十
二
日

浅
草
七
軒
寺
町
法
養
寺
熊
谷
稲
荷
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
常
経
講
中
の
為
に
年
に
一
度
の
内
拝

小
柄
原
日
慶
寺
鬼
子
母
神
祭
（
内
拝
）

本
所
出
村
本
仏
寺
鬼
子
母
神
内
拝

本
所
荻
新
田
小
奈
木
川
通
上
妙
寺
鬼
子
母
神
開
帳

荻
新
田
小
奈
木
川
上
妙
寺
鬼
子
母
神
祭
開
帳

本
所
出
村
本
仏
寺
鬼
子
母
神
内
拝

雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
法
会
中
開
帳
（
音
楽
練
供
養
等
法
会
）

高
田
亮
朝
院
七
面
宮
開
帳
・
説
法
・
千
巻
陀
羅
尼
（
毎
月
十
九
日
は
題
目
講
）

市
谷
修
行
寺
七
面
宮
開
帳

高
田
亮
朝
院
七
面
宮
開
帳
千
巻
陀
羅
尼

七
面
宮
祭
礼

押
上
最
教
寺
七
面
宮
開
帳

深
川
浄
心
寺
七
面
宮
開
帳

高
田
亮
朝
院
七
面
宮
千
巻
陀
羅
尼
・
開
帳

(〃7）



〈
妙
見
菩
薩
〉

五
月
十
五
日

五
月
十
五
日

六
月
一
日

六
月
十
五
日

六
月
十
五
日

九
月
一
日

九
月
十
五
日

正
月
十
五
日

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

谷
中
大
円
寺
瘡
守
稲
荷
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼
・
説
法

深
川
猿
江
妙
寿
寺
稲
荷
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼

五
月
二
十
二
日

谷
中
大
円
寺
瘡
守
稲
荷
社
千
巻
陀
羅
尼
・
説
法
内
拝

猿
江
妙
寿
寺
稲
荷
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼

九
月
二
十
二
日
深
川
猿
江
妙
寿
寺
稲
荷
祭
礼
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
・
開
帳

谷
中
大
圓
寺
瘡
守
稲
荷
内
拝
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
・
説
法

柳
島
法
性
寺
妙
見
宮
開
帳
（
毎
月
千
巻
陀
羅
尼
）

新
鳥
越
安
盛
寺
妙
見
宮
内
拝
・
千
巻
陀
羅
尼

深
川
浄
心
寺
開
帳

柳
島
法
性
寺
妙
見
宮
開
帳

新
鳥
越
安
盛
寺
妙
見
宮
内
拝
・
千
巻
陀
羅
尼

本
所
柳
島
妙
見
宮
開
帳

柳
島
妙
見
宮
開
帳
（
別
当
法
性
寺
）

白
山
権
現
裏
門
通
り
妙
傳
寺
妙
見
宮
開
帳

本
所
柳
島
妙
見
宮
開
帳

柳
島
妙
見
宮
開
帳

(108)



【
祈
願
一

（
祖
師
）

〈
そ
の
他
の
守
護
神
〉

正
月
二
十
四
日

九
月
十
五
日

九
月
十
九
日

四
月
八
日
～
十
八
日

四
月
八
日
～
十
七
日

正
月
十
九
日

正
月
十
五
日

五
月
十
九
日

五
月
十
五
日

四
月
六
日江

戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

青
山
仙
寿
院
萬
巻
陀
羅
尼
（
十
八
日
祖
師
開
帳
）

高
田
本
松
寺
（
願
満
祖
師
）
百
部
経

雑
司
ヶ
谷
寶
城
寺
（
祈
雨
の
祖
師
）
千
巻
陀
羅
尼
・
説
法

浅
草
幸
龍
寺
柏
原
明
神
開
帳
千
巻
陀
羅
尼

浅
草
幸
龍
寺
柏
原
明
神
開
帳
千
巻
陀
羅
尼

山
谷
正
法
寺
毘
沙
門
祭
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼

東
葛
西
柴
又
村
帝
釈
天
祭
礼
（
別
当
題
経
寺
）

山
谷
正
法
寺
毘
沙
門
祭
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼

浅
草
幸
龍
寺
柏
原
明
神
開
帳
千
巻
陀
羅
尼

新
鳥
越
安
盛
寺
妙
見
宮
内
拝

山
谷
正
法
寺
毘
沙
門
祭
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼

山
谷
正
法
寺
毘
沙
門
祭
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行

板
本
尊
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
・
音
楽
・
兒
供
養

(〃9）



（
守
護
神
）

〈
鬼
子
母
神
〉

正
月
八
日

正
月
八
日

〈
普
賢
菩
薩
〉

正
月
一
日

五
月
一
日

九
月
一
日

（
法
華
経
の
菩
薩
）

本
所
本
仏
寺
鬼
子
母
神
千
巻
陀
羅
尼

正
月
八
日
・
十
八
日
・
二
十
八
日
目
黒
正
覚
寺
鬼
子
母
神
千
巻
陀
羅
尼
修
行

四
月
八
日
～
十
八
日
本
所
本
仏
寺
鬼
子
母
神
萬
巻
陀
羅
尼
（
八
日
・
十
二
日
・
十
八
日
内
拝
）

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

五
月
二
十
四
日
雑
司
ヶ
谷
賓
城
寺
（
祈
雨
の
祖
師
）
千
巻
陀
羅
尼
・
説
法

九
月
十
三
日
高
田
本
松
寺
（
願
満
祖
師
）
千
巻
陀
羅
尼

土
用
中
丑
日
高
田
本
松
寺
（
願
満
祖
師
）
ほ
う
ろ
く
加
持

九
月
二
十
一
日
谷
中
三
崎
妙
回
寺
会
式
・
千
巻
陀
羅
尼

九
月
二
十
四
日
雑
司
ヶ
谷
賓
城
寺
（
祈
雨
の
祖
師
）
千
巻
陀
羅
尼
・
説
法

押
上
春
慶
寺
普
賢
菩
薩
開
帳

押
上
春
慶
寺
普
賢
菩
薩
開
帳

押
上
春
慶
寺
普
賢
菩
薩
開
帳

千
巻
普
賢
品
執
行

千
巻
普
賢
品
執
行

千
巻
普
賢
品
執
行

("0)



〈
稲
荷
大
明
神
〉

〈
七
面
大
明
神
〉

正
月
十
九
日

五
月
八
日
・
十
八
日
・
二
十
八
日
目
黒
正
覚
寺
鬼
子
母
神
千
巻
陀
羅
尼
修
行

五
月
十
八
日
～
二
十
八
日
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
堂
千
部
（
十
八
日
萬
巻
陀
羅
尼
修
行
）

九
月
八
日
・
十
八
日
・
二
十
八
日
目
黒
正
覚
寺
鬼
子
母
神
千
巻
陀
羅
尼
修
行

九
月
十
八
日
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
堂
萬
巻
陀
羅
尼
修
行

九
月
二
十
八
日
入
谷
鬼
子
母
神
千
巻
陀
羅
尼

九
月
二
十
七
～
二
十
八
日
目
黒
正
覚
寺
鬼
子
母
神
祭
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行

正
月
二
十
二
日
深
川
猿
江
妙
寿
寺
稲
荷
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

九
月
十
九
日

正
月
十
九
日
～
二
十
三
日

五
月
十
九
日

高
田
亮
朝
院
七
面
宮
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼

本
所
押
上
最
教
寺
七
面
宮
祭
礼
・
千
巻
陀
羅
尼

浅
草
新
寺
町
正
覚
寺
七
面
宮
説
法
・
千
巻
陀
羅
尼

高
田
亮
朝
院
七
面
宮
開
帳
ｄ
千
巻
陀
羅
尼

本
所
押
上
最
教
寺
七
面
宮
祭
礼
・
千
巻
陀
羅
尼

芝
金
杉
回
珠
寺
七
面
宮
千
巻
陀
羅
尼
修
行

高
田
亮
朝
院
七
面
宮
千
巻
陀
羅
尼
・
開
帳

日
暮
里
延
命
院
七
面
宮
（
十
八
日
の
夜
、
千
巻
陀
羅
尼
通
夜
説
法
）

(I")



〈
そ
の
他
〉

〈
そ
の
他
の
守
護
神
〉

正
月
十
九
日
浅
草
幸
龍
寺
柏
原
明
神
祭
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼

五
月
十
九
日
浅
草
幸
龍
寺
柏
原
明
神
祭
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼

八
月
六
日
～
十
五
日
中
延
法
蓮
寺
八
幡
宮
萬
巻
陀
羅
尼
・
説
法

九
月
十
九
日
浅
草
幸
龍
寺
柏
原
明
神
祭
開
帳
・
千
巻
陀
羅
尼

九
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日
南
品
川
妙
国
寺
仁
王
尊
祭
礼
・
千
巻
陀
羅
尼
・
音
楽
・
兒
供
養

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

谷
中
大
円
寺
瘡
守
稲
荷
社
千
巻
陀
羅
尼
・
説
法

五
月
一
日
～
二
十
二
日
浅
草
本
法
寺
熊
谷
稲
荷
萬
巻
陀
羅
尼

五
月
二
十
二
日
谷
中
大
円
寺
瘡
守
稲
荷
社
千
巻
陀
羅
尼
・
説
法
内
拝

深
川
猿
江
妙
寿
寺
稲
荷
祭
礼
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
・
開
帳

九
月
二
十
一
日
谷
中
大
回
寺
瘡
守
稲
荷
内
拝
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
・
説
法

九
月
二
十
二
日
深
川
猿
江
妙
寿
寺
稲
荷
祭
礼
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
・
開
帳

谷
中
大
回
寺
瘡
守
稲
荷
内
拝
・
千
巻
陀
羅
尼
修
行
・
説
法

九
月
二
十
二
日
～
十
一
月
二
十
八
日
浅
草
八
軒
寺
町
本
法
寺
熊
谷
稲
荷
社
（
二
十
二
日
千
巻
陀
羅
尼
）
、
二
十
二
日
よ
り
切
手
を
出

し
、
十
二
月
一
日
よ
り
守
札
を
出
す

二
月
十
二
日
～
二
十
一
日
牛
込
原
町
幸
国
寺
千
部
（
九
日
説
法
・
十
六
日
誕
生
会
・
二
十
二
日
施
餓
鬼
）

(血2）



三
月
九
日

三
月
九
日
～
十
六
日

三
月
十
三
日
～
二
十
二
日

三
月
十
九
日
～
二
十
八
日

五
月
十
八
日
～
二
十
八
日

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
望
月
）

中
山
法
華
経
寺
千
部

深
川
浄
心
寺
千
部

下
谷
宗
延
寺
法
華
経
千
部
修
行
・
開
帳
（
二
十
三
日
音
楽
・
兒
供
養
・
放
生
会
）

池
上
本
門
寺
法
華
経
千
部
・
開
帳
音
楽

雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
堂
千
部
（
十
八
日
萬
巻
陀
羅
尼
）

(血3）


